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Introduction 

 分子センサ技術の発展は、医療目的や安全保障、環境保全などにおいて非常に重要である。

二硫化モリブデン(MoS2) は、非常に弱いファンデルワールス力によって積層構造をとる層状物質

であり、機械的剥離法等を用いた簡便な方法で薄膜を得ることが出来る。薄膜を持つ原子層物質

は比表面積が大きく、電子物性が高感度で表面状態に依存するため、高精度な検出性能を持つセ

ンサデバイスの材料として注目されている。本研究では、このような性質を持つ MoS2 を高感度

な分子センサとして応用することが可能ではないかと考え検討を行う。 

Experimental Method 

 機械的剥離法で剥離させたMoS2 を SiO2/p++Si 基板上に転写、レーザーリソグラフィ技術を

用いて、半導体デバイスを形成する。ここに、有機ポリマーであるポリジメチルシロキサン(PDMS) 

を用いて作成したマイクロ流体チャネルを接着、キャピラリを介して接続したシリンジにより、

種々の溶液を流すことが可能なチャネル付きデバイスを作成する（図１参照）。 

Results 

 作成したマイクロ流体チャネル付きデバイスに 2-プロパノール(IPA) を流しているときの、

Id-Vg 特性を測定したところ、図 2 に示した通り、流体の速度に依存して、Id-Vg 特性が変化す

ることが分かった。流体の速度が 0μℓ/minの場合は図中の黒実線で示した通り、Vg=10Vのとき

に 2μA程度のドレイン電流が観測されるが、流体の速度が 1μℓ/minの場合は実線で示した通り、

0.1μA程度とドレイン電流が大きく減少していることがわかる。 

 

 

 

 

 

 図１ 流体チャネル付デバイス  図２ Id-Vgの流体速度依存性 
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